
看護職員認知症対応力 

ステップアップ事業報告会 

よりよい認知症看護ケア体制の構築をめざして  

＼先進病院と県内病院の具体的取組を聴く／ 

新潟県では、急性期病院・地域医療や地域包括ケアを担う病院・がん診療拠点病院…など、 

様々な機能のモデル病院と職員の皆様にご協力いただき、 

身体的拘束をしない認知症看護ケアの取組の事例集積や支援を行ってきました。 

令和６年度診療報酬改定においては、入院料の通則に「身体的拘束の最小化」の基準が新たに設けられ、 

病院において身体的拘束を最小化する体制の整備が求められていることから、 

看護部長・副部長、認知症ケアチーム、医療安全にかかわる委員会メンバーを対象に、 

認知症看護ケアの取組において先進病院である大誠会 内田病院様（群馬県）を招いた講演と 

県内様々なモデル病院による取組の報告会を開催します。 

プログラム 

●大誠会内田病院様による講演 

 「身体拘束ゼロの認知症ケア」 

●モデル病院による取組報告 

  魚沼基幹病院 

  小出病院 

  がんセンター新潟病院 

●県ステップアップ事業 

 アドバイザーからのコメントなど 

主催 新潟県 高齢福祉保健課 

【お問合せ】高齢福祉保健課在宅福祉班 

       TEL：025-280-5192 

       MAIL：ngt040230@pref.niigata.lg.jp  

日時 

令和６年７月５日（金） １４:００～１6:３０ 

会場 

自治会館別館９階 ゆきつばき（新潟市中央区） 

または、Zoomによるオンライン 

申込 

下記URLまたは、QRよりお申込みください。 

https://apply.e-tumo.jp/pref-niigata-u/offer/

offerList_detail?tempSeq=11152  


